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今月のベストショットはしご登りの心意気
　消防出初式が 1月 4日に開催され

ました。恵那文化センターでの式典の

後、JR 恵那駅前の中央通りでは、消

防団や消防車両などの分列行進が行わ

れました。恵那トビはしご登りでは、

10基並んだはしごの上で登り手が「や

あ」の掛け声とともに次々に技を披露。

技が決まると、見物客からは大きな歓

声や拍手が湧いていました。
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●特集：健幸のまちづくり基本計画

○
高
齢
化
の
進
行
状
況

　
市
の
人
口
は
、
平
成
17
年
の
５
万
５
７

６
１
人
と
比
べ
る
と
、
平
成
27
年
に
は

５
万
１
２
０
０
人
に
減
少
。
さ
ら
に
10
年

後
の
平
成
37
年
に
は
、
４
万
５
１
０
０
人

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
高
齢
化
率
は
、
平
成
27
年
は
３０

㌫
を
超
過
し
、
平
成
37
年
に
は
３７
・
５
㌫

に
増
加
す
る
と
推
計
。
３
人
に
１
人
以
上

が
高
齢
者
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
今
後
も
医
療

費
や
介
護
給
付
費
な
ど
の
社
会
保
障
費
が

急
速
に
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
疾
病
予
防
と
健
康
増
進
な
ど
に

よ
る
健
康
づ
く
り
の
重
要
性
が
増
し
て
い

ま
す
。

○
健
康
に
関
す
る
現
状

❶
死
亡
原
因

　
市
の
死
亡
原
因
を
み
る
と
、
平
成
23
年

で
は
第
１
位
が
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）、

次
い
で
心
疾
患
が
第
２
位
、
老
衰
が
第
３

位
の
順
で
す
。
悪
性
新
生
物
は
、
市
で
も

国
で
も
第
１
位
の
死
亡
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
特
に
第
２
位
の
心
疾
患
の
死

亡
率
が
、
国
や
県
よ
り
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

❷
生
活
習
慣
病

　
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
、

生
活
習
慣
病
で
の
医
療
費
利
用
が
多
い
病

気
の
種
別
は
、
第
１
位
が
悪
性
新
生
物
、

○
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
　
　
　

　
市
民
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
は
78
・
８

歳
、
女
性
は
86
・
９
歳
（
平
成
22
年
国
勢

調
査
）。
男
性
は
、
県
内
の
市
町
村
で
は

最
下
位
で
す
。

　
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
、
日
常

生
活
に
制
限
の
あ
る
「
不
健
康
な
期
間
」

を
意
味
し
ま
す
。
国
の
平
均
寿
命
と
健

康
寿
命
の
差
は
、
平
成
22
年
で
男
性
９
・

１
３
年
、
女
性
１２
・
６
８
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
差
が
拡
大
す
れ
ば
、
家
計
の

医
療
費
や
介
護
費
が
多
く
掛
か
る
期
間
が

長
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　

　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
生
活

習
慣
病
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
の
運
動
や
食

事
な
ど
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
っ
て
健

康
状
態
を
維
持
し
、
増
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
２ 

高
血
圧
症
の
人
の
割
合
が
高
い

　
３ 

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
課
題

第
２
位
が
糖
尿
病
、
第
３
位
が
高
血
圧

症
、
第
４
位
が
慢
性
腎
不
全
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
特
に
第
３
位
の
高
血
圧
症
の

医
療
費
割
合
が
、
全
国
や
県
よ
り
高
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
４ 

新
た
な
計
画
で
健
康
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

　
こ
れ
ら
の
現
状
な
ど
か
ら
、
健
康
で
長

生
き
で
き
る
市
民
を
増
や
す
た
め
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
健
康
へ
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ

の
た
め
、
市
で
は
、
本
年
度
か
ら
健
康
に

関
す
る
新
た
な
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、「
市
健
幸
の
ま
ち
づ
く

り
基
本
計
画
」
と
言
い
、
健
康
増
進
法
に

基
づ
く
「
市
い
き
い
き
ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ン

２
」
や
、ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
基
づ
く
「
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
を
関
連
付
け
た
形

で
の
策
定
と
な
り
ま
す
。「
健
幸
」
と
は
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
と
願
う
意
味
の
造
語
で
す
。

　
市
で
は
今
後
、
こ
の
計
画
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
、
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
指
し
ま
す
。 

　
１ 

高
齢
化
が
急
速
に
進
行
中

健
康
づ
く
り
で
健
康
寿
命
を
延
ば
す

　
市
の
高
齢
化
率
は
上
昇
を
続
け
、
平
成
２６
年
に
は
３０
㌫
を
超
え
ま
し
た
。
い
つ
ま

で
も
健
康
で
長
生
き
で
き
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
ま
す
が
、
健
康
を
失
え
ば
生
活
に

支
障
を
来
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
市
民
が
健
康
で
い
る
期
間
を
延
ば
す
た
め
、「
健け

ん
こ
う幸
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
市
の
高
齢
化
の
状
況
や
計
画
案
の
概

要
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
を
考
案

▲いつまでも元気でいられるように運動を習う皆さん
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■死亡原因（恵那市）

悪性新生物

心疾患

老衰
脳血管疾患

肺炎

不慮の事故

25.7％

18.3％

10.9％
8.4％

7.8％

2.3％

■生活習慣病の病気（恵那市）■生活習慣病の病気（全国）

悪性新生物
23.6％

糖尿病
12.0％

高血圧症
9.6％慢性腎不全

9.5％

悪性新生物
24.4％

糖尿病
10.7％

高血圧症
7.9％

慢性腎不全
9.4％

男性

女性

■平均寿命と健康寿命の差（全国）
60 65 70 75 80 85 90

79.55歳

86.30歳

70.42歳

73.62歳

9.13年

12.68年

（歳）

不健康な期間平均寿命 健康寿命

55,761 53,718 51,200
48,200 45,100

その他
26.6％

その他
45.3％その他

47.6％

※平成27年以降は推計値



2015.2.15 広報えな 4

●特集：健幸のまちづくり基本計画

健幸のまちづくり基本計画（案）

「創
つ く

る健康」、「守る健康」の施策の方針が相乗効果を発揮し、まち
全体で健康づくりを進めることによって、「健幸都市　えな」を目
指します。

目指す姿

「健康で長生きしたい」とは誰もが願うことです。介護などの必要
がなく、健康であることを自覚して日常生活ができる期間を延ばす
ことによって生きがいを持ち、安心で豊かな生活が送れるよう、健
康寿命の延伸の目標に向けて、「創る健康」と「守る健康」の施策
の方針に基づき、施策・事業の効果的な連携に取り組んでいきます。

取り組み

創る
健康

施策の方針のイメージ図

健幸都市 えな

守る
健康

・健康づくりの推進
・「健康気運」向上の取り組み

・生活習慣病の発症予防と重
症化予防
・健（検）診の受診率向上

健康寿命の延伸 医療費の削減 介護予防

市民一人一人が健康に関心を持ち、自分に合った健康づくりに取り組んで、いつまで
も「健幸＝健康で幸せ」な生活が送れるまちづくりを進めます。 

方針は「創る健康」と「守る健康」

健
幸
都
市 

え
な

創る
健康

守る
健康

●歩く…歩数目標、ウオーキング
●体操…健康体操、ラジオ体操
●自転車…レンタサイクル（貸し自転車）
●マイレージ…健康ポイント（催しや教
　室への参加時にポイントを付与）

●減塩…減塩運動、減塩教室
●野菜…地産地消の推進
●体脂肪の適正化…栄養相談、栄養教室

●健康教室
●喫煙率の減少
●受動喫煙の低減
●適正飲酒

●特定健康診査の受診率の向上
●がん検診の受診率の向上
●歯科口

こ う

腔
く う

健診の受診率の向上

●生活習慣病予防
●疾病予防、重症化予防
●健康相談

「健幸都市　えな」プログラムの体系 

運動・スポーツ

食生活

生活習慣

健（検）診

相談

▲ 2 本のポールを使って歩行運動を補助し運動効果を増強するノルディックウオーク

自助・共助・
公助

　
市
で
は
、
生
涯
に
わ
た
り
健
や
か
で
幸

せ
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
健
幸
都

市
」
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。
具
体
的
に
は
、
健
康
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
制
定
や
健
幸
都
市

宣
言
、
基
本
・
行
動
計
画
の
策
定
な
ど
を
、

市
民
や
地
域
団
体
、
事
業
者
、
市
が
協
働

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
や
、

健
幸
都
市
の
実
現
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
意
見
が
あ
れ
ば
、
健
康
推
進
課
ま
で
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

条例制定や宣言を目指す
健幸都市の実現への取り組み

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
民
と

一
緒
に
考
え
ま
す
（
７
㌻
を
参
照
）。

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
（
２
月
２２
日
）

健
康
と
福
祉
、
運
動
を
一
緒
に
し
た
催

し
を
開
催
し
、
市
民
の
健
康
意
識
を
高

め
、「
健
幸
都
市
」
を
宣
言
し
ま
す
。

健
康
・
福
祉
・
レ
ク
ス
ポ
祭
の
開

催  （
６
月
予
定
）

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
的

な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

の
策
定
（
３
月
予
定
）

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

施
策
な
ど
を
定
め
ま
す
。

市
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

の
制
定
（
３
月
予
定
）

市
民
や
地
域
団
体
、
事
業
者
な
ど
の
意

見
を
反
映
し
、
健
康
づ
く
り
の
具
体
的

な
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画

の
策
定
　（
10
月
予
定
）

▲みんなで輪になって道具を使いながら体を動かす

健
幸
都
市
宣
言
（
６
月
予
定
）
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気
軽
に
運
動
で
き
る
環
境
を
整
備

　
市
で
は
本
年
度
、「
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
」
を
策
定
中
で
す
。
こ
れ
は
、
市
民

一
人
一
人
が
気
軽
に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
め
る
環
境
を
整
備
し
、
心
身
と
も

に
健
康
で
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
定
め
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
現
在
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

を
１
回
、
策
定
委
員
会
を
４
回
、
市
民
約

３
３
０
０
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
未
就
学
児
の
保
護
者
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
約
８０
人
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
３
回
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
意
見
を
出

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

重
要
な
柱
は
「
健
康
づ
く
り
」

　
計
画
案
で
は
、
特
に
多
く
の
意
見
が

あ
っ
た
「
健
康
づ
く
り
」、「
青
少
年
の
健

全
育
成
」、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
」、「
交
流
人
口
の
増
大
」、「
競
技
力
向

上
」
の
５
項
目
が
柱
と
な
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
特
に
重
要
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、

「
健
康
づ
く
り
」
で
す
。

　
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
状

況
は
、
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
５
本
の
柱
ご
と
に

行
動
計
画
を
策
定
す
る
準
備
に
入
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
同
計
画
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
運
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
「
第
２
次
市
総

合
計
画
」も
同
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
中
で
の
健
康
づ
く
り
や
運
動
、
ス

ポ
ー
ツ
部
門
の
計
画
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
全
容
に
つ
い

て
は
、
本
紙
３
月
１
日
号
で
、
計
画
案
を

掲
載
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
も

ら
っ
て
、計
画
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
も
策
定
中

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の
連
携
図
る

健幸づくりシンポジウム

減
塩
料
理
が
健
康
の
秘
け
つ

　
私
た
ち
食
生
活
改
善
推
進
委
員
は
、

「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
活
動
す
る
全
国
的

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
一
員
で
す
。

活
動
の
内
容
は
食
生
活
の
改
善
で
す
。

　
今
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
料
理
の

塩
分
を
減
ら
す
「
減
塩
」
を
呼
び
掛
け

る
こ
と
で
す
。
成
人
が
１
日
に
摂
取
す

　
減
塩
を
す
る
に
は
、
野
菜
を
多
く
取

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
市

内
で
野
菜
を
作
る
人
は
多
い
の
で
す

が
、
摂
取
量
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
野
菜

を
多
く
取
る
た
め
、
具
だ
く
さ
ん
の
み

そ
汁
な
ど
、
手
短
に
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

を
考
え
た
り
普
及
さ
せ
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
最
近
で
は
「
減
塩
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
と

し
て
、
各
地
区
の
文
化
祭
な
ど
の
催
し

に
出
向
い
て
、
減
塩
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。
減
塩
の
み
そ
汁
を
作
っ
て
、
み

ん
な
に
飲
ん
で
も
ら
い
、
認
識
を
高
め

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、市
の
健
康
祭
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
も
っ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
健
診
や
成

人
の
検
診
の
時
に
出
向
く
な
ど
、
若
い

人
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
減
塩
や
健
康
を
呼
び
掛

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市食生活改善協議会
山本さちよさん

（岩村町）

る
塩
分
の
目
標
値

は
、
男
性
が
９
㌘
、

女
性
が
７
・
５
㌘
で

す
が
、
特
に
市
内
で

は
男
性
の
塩
分
摂
取

量
は
高
く
、
12
・
７

㌘
を
摂
取
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、

病
気
に
な
る
確
率
を

高
め
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

▲健康祭で体に良い料理を展示

2 月22日㈰

午後１時半～４時 

岩村コミセン 

●とき

●ところ

問 健康推進課志２６-２１１１（内線
284）、文化スポーツ課（内
線３３２）

□内容

１．講演会　❶「食の健康につい
て」阿部好正氏（恵那保健所長）
❷「藤枝市の健康推進の取り組み
について」藁

わ ら し な

科仁美氏（静岡県藤
枝市健康企画課保健師） 
２．パネルディスカッション（本
市と他市の健康に関する現状、取
り組み紹介、運動や食生活など各
分野からの健康づくりへの意見） 
□料金　無料
□申し込み　不要

▲運動に関する意見を出し合うワークショップを開催

❶
食
品
の
持
ち
味
を
生
か
す

❷
昆
布
や
か
つ
お
節
な
ど
の
天
然
食

品
か
ら
だ
し
を
取
る

・
み
そ
汁
や
煮
物
、
そ
ば
、
う
ど
ん

な
ど
は
味
付
け
を
調
味
料
に
頼
ら

ず
、
だ
し
を
濃
厚
に
取
る

❸
香
味
野
菜
で
味
に
ア
ク
セ
ン
ト
を

・
ミ
ツ
バ
や
シ
ソ
、ネ
ギ
、ニ
ン
ニ
ク
、

シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
の
香
味
野
菜
の
風
味

を
生
か
す

❹
ユ
ズ
や
レ
モ
ン
な
ど
の
酸
味
を
上

手
に
効
か
せ
る

・
ポ
ン
酢
や
黒
酢
は
う
ま
み
も
強
い

の
で
お
勧
め

❺
カ
レ
ー
粉
や
わ
さ
び
、
こ
し
ょ
う

な
ど
の
香
辛
料
を
効
か
せ
る

❻
だ
し
割
り
し
ょ
う
ゆ
を
使
う

・
だ
し
割
り
し
ょ
う
ゆ
の
塩
分
は
濃

い
口
し
ょ
う
ゆ
の
半
分
以
下

❼
食
塩
が
少
な
い
ソ
ー
ス
や
ケ

チ
ャ
ッ
プ
を
上
手
に
使
う

❽
食
塩
は
１
品
に
重
点
的
に
使
う

・
主
菜
は
し
っ
か
り
と
味
付
け
、
副

菜
は
薄
味
に

❾
仕
上
げ
に
食
塩
を
使
う

・
下
味
の
食
塩
を
薄
く
、
仕
上
げ
に

食
品
の
表
面
に
掛
け
塩
を
す
る

●
汁
物
は
具
だ
く
さ
ん
に

味
付
け
の
工
夫

で
健
康
を
保
つ

減塩の
コツ！

運
動
で
足
腰
の
筋
力
を
維
持

　
私
は
、
市
の
介
護
予
防
事
業
や
市
民

講
座
な
ど
で
、
健
康
管
理
の
た
め
の
運

動
を
教
え
て
い
ま
す
。足
腰
が
弱
る「
ロ

コ
モ
」
を
予
防
す
る
た
め
、
太
も
も
や

腹
の
筋
肉
を
鍛
え
る
簡
単
な
運
動
「
貯

筋
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
貯

金
を
す
る
よ
う
に
運
動
を
続
け
る
こ
と

で
、
筋
力
を
高
め
る
も
の
で
す
。
少
し

体
力
が
衰
え
た
と
思
う
よ
う
に
な
る
40

歳
代
か
ら
や
っ
て
ほ
し
い
運
動
で
す
。

　
ま
た
認
知
症
の
予
防
の
た
め
に
は
、

右
手
と
左
手
と
違
う
動
作
を
す
る
な
ど

の
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
効
果
的
で

す
。
市
民
講
座
や
運
動
の
教
室
な
ど
で

は
、
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
加
え
て
ス

ト
レ
ッ
チ
や
貯
筋
運
動
、
全
身
運
動
を

行
い
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
も
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

健康運動指導士
吉田宏子さん

（大井町）

　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、
地
域
ぐ

る
み
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。
地
域
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
見
直
し
た
り
、
催
し
を
開
催

し
た
り
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
運
動
に
関
心
を
持
て
る
よ
う
な
環

境
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
運
動
は
、
１
人
で
は
な
か
な
か
続
か

な
い
も
の
で
す
。
仲
間
が
い
る
と
や
る

気
が
出
る
し
、
続
け
ら
れ
ま
す
。
最
初 ▲足の筋肉を鍛える運動を紹介

は
、
ま
ず
仲
間
づ
く

り
か
ら
始
め
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
多
く
の

人
と
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
活
動
を
広
げ

て
、
運
動
の
楽
し
さ

を
伝
え
、
み
ん
な
に

健
康
で
生
き
生
き
と

暮
ら
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　「運動の効果と望ましい生活習慣」
を考えるシンポジウムを開催します。
皆さん、ぜひ来場ください。

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 
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パ

サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
を
推
進

　
平
成
23
年
８
月
に
「
障
害
者
基
本
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

そ
の
後
、
平
成
24
年
６
月
に
成
立
し
た
障

害
者
総
合
支
援
法
で
は
、
地
域
社
会
に
お

け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
障
が
い
者
の

日
常
生
活
や
社
会
参
加
を
総
合
的
に
支
援

す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

■
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画

３
年
間
の
計
画
を
策
定

　
障
が
い
者
に
関
わ
る
計
画
は
、
主
に
二

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
障
害
者
基
本
法

に
定
め
る
市
の
障
が
い
者
の
福
祉
施
策
に

関
わ
る
計
画
「
障
が
い
者
計
画
」。
も
う

一
つ
は
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（
障
害
者
総
合
支
援
法
）
に
定
め
る
市
の

障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

計
画
「
障
が
い
福
祉
計
画
」
で
す
。

　
今
回
は
、
来
年
度
か
ら
平
成
２９
年
度
ま

で
の
３
年
間
の
計
画
と
な
る
第
４
期
の

「
障
が
い
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
も
の

で
す
。

▲市障がい者理解教育推進校での福祉体験学習（恵那北中学校）

市
し

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

計
けいかく

画

自じ

立
り

つ

と
自じ

こ己
実

じ

つ

げ

ん現
に
向
け
目

も

く

標
ひ

ょ

う

を
設

せ

っ

て

い定

　
見み

直な
お

し
計け

い
か
く
あ
ん

画
案
に
意い

見け
ん

を

　
障

し
ょ
う

が
い
は
、
事じ

こ故
や
病

び
ょ
う

気き

な
ど
に
よ
り
、
誰だ

れ

に
で
も
生

し
ょ
う

じ
る
可か

能の
う
せ
い性

が
あ
る
も
の

で
す
。
障

し
ょ
う

が
い
の
あ
る
人ひ

と

も
な
い
人ひ

と

も
、
共と

も

に
生い

き
生い

き
と
生せ

い
か
つ活

で
き
る
ま
ち
づ
く

り
が
求も

と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
障

し
ょ
う

が
い
福ふ

く

祉し

計け
い
か
く画

」
は
、「
障

し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

の
日に

ち

常
じ
ょ
う

生せ
い
か
つ活

及お
よ

び

社し
ゃ
か
い
せ
い
か
つ

会
生
活
を
総そ

う
ご
う
て
き

合
的
に
支し

援え
ん

す
る
た
め
の
法ほ

う
り
つ律

（
障

し
ょ
う

害が
い
し
ゃ者

総そ
う
ご
う合

支し

援え
ん
ほ
う法

）
」
に
定さ

だ

め
る
、

市し

の
障

し
ょ
う

が
い
者し

ゃ

の
福ふ

く

祉し

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
計け

い
か
く画

で
す
。
こ
こ
で
は
、
来ら

い
ね
ん年

度ど

か

ら
平へ

い
せ
い成

２９
年ね

ん

度ど

ま
で
の
３
年ね

ん
か
ん間

の
「
第だ

い

４
期き

障
し
ょ
う

が
い
福ふ

く

祉し

計け
い
か
く画

」
の
内な

い
よ
う容

案あ
ん

を
お
知し

ら
せ
し
、
皆み

な

さ
ん
か
ら
意い

見け
ん

を
募ぼ

集
し
ゅ
う

し
ま
す
。

　
平
成
25
年
６

月
に
は
、「
障

害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
が
成

立
し
、
行
政
機

関
な
ど
は
、「
社

会
的
障
壁
の
除

去
」
を
障
が
い

者
や
家
族
か
ら

求
め
ら
れ
た
場

ま
す
。

　
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
や
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

を
、
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
主
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
就

労
訓
練
な
ど
を
記
載
。
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
施
設
入
所
、

相
談
支
援
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
な
ど
の

相
談
を
、
障
が
い
児
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
児

童
発
達
支
援
や
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
独
自
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

地
域
生
活
支
援
事
業
で
は
障
が
い
者
理
解

の
促
進
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
、
手

話
通
訳
者
を
派
遣
す
る
意
思
疎
通
支
援
、

円
滑
な
日
常
生
活
の
た
め
の
日
常
生
活
用

具
の
給
付
、
移
動
の
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
は
、
障
が
い
者
の
自
立
支
援

に
向
け
た
目
標
設
定
や
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
、
見
込
み
量
を
定
め
て
い
ま
す
。
　

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

市障がい
者計画

市障がい
福祉計画

「障がい者」の定義

　障害者基本法第２条に基づき、
身体障がい、知的障がい、精神障
がい（発達障がいを含む）その他
の心身の機能の障がいがある者で
あって、障がいや社会的障壁によ
り継続的に日常生活や社会生活に
相当な制限を受ける状態にあるこ
とを言います。

「障がい」の表記

　漢字表記であった「障害」の文
字は、法令などに基づくものや固
有名詞などを除き、原則として「障
がい」と表記します。

障がい者計画

第4期計画第3期計画
（現在の計画）

■第
だい

4期
き

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

計
けいかく

画の期
き

間
かん

0
500
1000
1500
2000
2500
3000
3500
4000
4500

άϥϑ λΠτϧ

系列1 系列2 系列3

500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000

0
H22

■障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

の推
すい

移
い

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

2,944 2,949 2,969 2,946 2,967 2,969 2,971 2,971

417 420 436 449 473 492 512 532
277 286 296 308 337 354 371 389

（人）

3,638 3,655 3,701 3,703 3,777 3,815 3,854 3,892
推計値実績値

計
けいかく

画（案
あん

）への意
い

見
けん

をお寄
よ

せください
　市では、市民の意見を計画に反映させるため、第
4期障がい福祉計画（案）への意見を募集します。
　計画案は、社会福祉課や本庁舎情報公開コーナー、
各振興事務所、市中央図書館で閲覧できます。市ウェ
ブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）にも掲
載しています。閲覧期間は、意見募集期間と同じで
す。
□締め切り　２月16日㈪

□募集方法　本紙１日号（１月１日号など）に折
り込みの広報直通便、官製はがき、ファクス、電
子メールなどで、❶氏名❷住所❸連絡先―を明記
し、お寄せください。見出しは、「障がい福祉計画」
などとしてください。
　　社会福祉課　〒５０９-７２９２（住所不要）　志２６-
２１１１（内線181）、思２５-７２９４、死 shakaifukushi
@city.ena.lg.jp

問

※「障害者手帳所持者の推移」のグラフには、障害者手帳を持たない発達障がい者や難病患者、高次脳機能障がい者な
どの人数を含んでいません。

身体障害
者手帳

療育手帳

精神保健
福祉手帳

合
に
「
合
理
的
配
慮
」
を
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
国
内
法
の
整
備
を
踏
ま
え
、

「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
の
批

准
書
が
国
連
に
寄
託
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
、

昨
年
２
月
19
日
に
効
力
を
生
ず
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
計
画
は
、
こ
の
よ
う
な
法
整
備
や
制

度
改
正
な
ど
の
内
容
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま

で
の
障
が
い
福
祉
計
画
の
進
み
具
合
な
ど

の
分
析
や
評
価
を
行
っ
た
上
で
、
サ
ー
ビ

ス
基
盤
整
備
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を

着
実
に
進
め
る
た
め
策
定
し
ま
す
。

市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
も
計
画

　
本
計
画
は
、
国
が
定
め
る
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の「
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
」と「
日

中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
」「
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
」「
相
談
支
援
」「
障
が
い
児
サ
ー
ビ
ス
」

と
、
市
独
自
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
「
地
域
生

活
支
援
事
業
」
の
六
つ
に
区
分
さ
れ
て
い

ブリック
コメント
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
の
２
月

の
環
境
講
座
で
は
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

を
使
っ
て
、
生
ご
み
を
良
質
な
堆

肥
に
す
る
処
理
方
法
を
学
び
ま

す
。

　
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
ブ
ロ
ッ
ク
処
理

法
や
畑
に
置
く
設
置
型
コ
ン
ポ
ス

ト
の
上
手
な
利
用
法
な
ど
、
新
し

い
情
報
も
あ
り
ま
す
。

　
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
方
で
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
２
月
２６
日
㈭
午
前
９
時

半
～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
２
０
０
円（
材
料
費
）

□
そ
の
他
　
参
加
者
に
は
、
Ｅ
Ｍ

ぼ
か
し
を
３
個
進
呈
し
ま
す
。

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

　
施
設
管
理
公
社
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

□
職
種
　
▽
嘱
託
職
員
＝
市
役
所

宿
日
直
業
務

□
定
員
　
１
人

□
給
与
　
公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象
　
資
格
な
ど
は
不
問

□
採
用
予
定
日
　
３
月
２６
日
㈭

□
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参

し
、
施
設
管
理
公
社
へ
申
し
込
む

□
申
し
込
み
期
間
　
２
月
２
日
㈪

～
２５
日
㈬
（
必
着
）

　
　
　
　
施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３

　
今
回
は
、
午
前
中
に
家
庭
で
で

き
る
み
そ
の
造
り
方
を
学
び
、
午

後
は
体
を
ケ
ア
す
る
方
法
を
学
び

ま
す
。

□
と
き
　
２
月
２３
日
㈪
午
前
１０
時

～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
５
０
０
円（
昼
食
代
、

み
そ
２
㌔
の
代
金
を
含
む
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む

　
　
　
　
定
年
塾
え
な
（
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
内
）（
内
線
５
２
３
）

　　
３
月
３
日
の
「
耳
の
日
」
に
ち

な
ん
で
、
耳
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
１５
日
㈰
午
前
９
時

半
～
午
後
４
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
　【
午
前
の
部
】　
模
擬

店
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
店
、
手
話
教

室
、
出
版
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
機
器

展
示
　【
午
後
の
部
】　
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
講
演
会
　
▽
講
師
＝
野

口
岳
史
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話
ニ
ュ
ー

ス
キ
ャ
ス
タ
ー
）　
▽
テ
ー
マ
＝

「
手
話
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
話
」

□
申
し
込
み
方
法
　
無
料
招
待
券

が
あ
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１

８
１
）

　
阿
木
高
校
の
生
徒
が
、
学
校
で

作
っ
た
実
習
製
品
を
販
売
し
ま

す
。
お
い
し
い
と
評
判
の
り
ん
ご

ジ
ャ
ム
や
学
校
の
茶
園
で
摘
み

取
っ
た
茶
、
そ
の
茶
を
使
っ
た

ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
２
月
１９
日
㈭
午
後
１
時

半
～
４
時
（
完
売
次
第
終
了
し
ま

す
）

□
と
こ
ろ
　
え
な
て
ら
す
（
Ｊ
Ｒ

恵
那
駅
東
隣
）

□
販
売
品
と
価
格
　
▽
り
ん
ご

ジ
ャ
ム
＝
２
５
０
円
　
▽
茶
＝

３
０
０
円
／
１
０
０
㌘
　
▽
お
茶

ク
ッ
キ
ー
＝
１
０
０
円
　
▽
マ
ド

レ
ー
ヌ
＝
１
０
０
円
　
な
ど

　
　
中
津
川
市
立
阿
木
高
等
学
校

志
０
５
７
３
―
６
３
―
２
２
４
３

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
、
火
曜

日
休
館
）

　
里
親
制
度
の
普
及
啓
発
を
行

い
、
里
親
の
新
規
開
拓
と
社
会
的

理
解
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
２１
日
㈯
午
後
１
時

半
～
４
時
半

□
と
こ
ろ
　
瑞
浪
市
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
「
と
き
わ
」

□
内
容
　
❶
里
親
と
里
子
の
体
験

談
❷
語
り
と
講
演
　
▽
講
師
＝
い

ち
か
わ
あ
つ
き
さ
ん
　
▽
テ
ー
マ

＝
「
み
ん
な
わ
が
子
～
子
ど
も
は

未
来
・
た
か
ら
も
の
」
❸
個
別
相

談□
料
金
　
無
料

※
無
料
の
託
児
が
あ
り
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
方
は
事
前
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

　
　
　
　
東
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン

タ
ー
志
０
５
７
２
―
２
３
―
１
１

１
１
（
内
線
４
０
３
）

　
第
１
子
の
出
生
を
迎
え
る
親
を

対
象
と
し
た
パ
パ
マ
マ
学
級
を
開

催
し
ま
す
。

　
子
育
て
の
話
を
聞
い
た
り
、
沐も

く

浴よ
く

の
仕
方
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
２
月
２２
日
㈰
午
前
１０
時

（
受
け
付
け
開
始
は
午
前
９
時
半
）

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

□
対
象
　
平
成
２７
年
５
月
、
６
月

に
第
１
子
出
生
を
迎
え
る
夫
婦

□
講
師
　
伊
藤
淑
子
さ
ん
（
元
東

野
幼
稚
園
園
長
）

　
　
生
涯
学
習
課
志
（
内
線
３
４

４
）

　市民活動団体やNPOなどが
自主的、主体的に取り組む活力あ
ふれるまちづくり活動に助成する
「地域の元気発信事業（ソフト事
業）」を募集します。本事業は今
回の募集で終了します。
□対象　次の条件を全て満たす団
体。❶市内を拠点に活動している
団体で、構成員５人以上、継続的
な活動が期待できる団体❷宗教や
政治に関する活動、公序良俗に反
する活動を行わない団体
□対象の事業　❶交流人口拡大に
つながるイベントの開催❷地域の
観光などの情報発信❸市外との地
域間交流❹地域資源を生かした特

産品やブランドの開発❺にぎわい
のあるまちづくりを進めるための
事業❻その他交流人口の拡大に結
びつく事業❼前記事業を進めるた
めの調査研究事業
□助成金の額など　▷助成率＝助
成対象経費の１００分の９５以内　
▷助成額＝１００万円～３００万円
□助成の条件　次の条件を全て満
たすこと。❶国や県、市からの他
の補助金を受けていないこと (受
ける予定がないこと )❷特定の団
体や個人の収益を目的としないこ
と❸行政との協働事業で実施する
こと❹同一の対象事業への助成は
３回を限度とすること

□募集と選定方法　まちづくり推
進課や各振興事務所、市ウェブサ
イト（http://www.city.ena.lg.
jp/）に備え付けの申請用紙で応
募する。選定（交付額）は、審査
委員会による書類審査と内容発表
の審査により決定する。
□締め切り　３月３１日㈫　　　
　　　　まちづくり推進課（内線
５２１）

活力あふれるまちづくり活動に助成

申・問

・ ・固定資産税の減免制度

　災害で被災するなど、特別な事情がある場合は、来年度の固定資
産税を減免することができます。
□対象　次のいずれかに該当する場合。 ▼災害などで一定の損害を
受けた固定資産。 ▼生活保護を受けている方が所有する固定資産。

▼公民館や集会所など公益のために使う固定資産（有料で使用する
ものは除く）。 ▼障がい者世帯や未成年者世帯、寡婦（夫）世帯、６５
歳以上の方のみで構成する世帯が、自己の居住用に所有する固定資
産で、次の四つ全て該当する場合。❶減免を受けようとする本人名
義の土地や家屋❷世帯全員の前年所得がそれぞれ３８万円（基礎控
除額）以下❸減免を受けようとする本人が税法上の扶養になってい
ない❹所有する家屋の所在地に住民登録があり実際に住んでいる
□減免対象額　申請日以降の納期に係る納付金額
□申し込み方法　申請書と添付書類を税務課に提出する
□締め切り　納期限の７日前
※平成２６年度減免対象の方には申請書を送付します　　　
　　　　税務課（内線１３５）問申・

要介護認定を受けている方

　６５歳以上の方で、介護保険制度に基づき要
介護１から５、要支援２の認定を受けている方
は、障害者手帳などを取得していなくても、所
得税法や地方税法上の「障害者控除」が受けら
れます。この控除には「障害者控除対象者認定
書」が必要です。希望する方は、介護保険被保
険者証を持って、高齢福祉課か恵那南部地域の
振興事務所へお越しください。
　身体障害者手帳などを持っている方は、手帳
を提示することで障害者控除が受けられます。
※本人や家族以外の方が申請する場合は、委任
状が必要です
　　高齢福祉課（内線１６３）

障害者控除の対象

問

案
内

施
設
管
理
公
社
の
職
員

募
集

第
１８
回
定
年
塾

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
生
ご
み
堆
肥

化
講
座

耳
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

パ
パ
マ
マ
学
級

生
徒
が
学
校
で
作
っ
た
実

習
製
品
を
販
売

東
濃
地
区
の
里
親
講
演
会

問申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

申
・
問

▲沐浴の仕方などを学ぶ

▲参加者にぼかしを進呈 ▲みその造り方を学ぶ

◀
交
流
人
口
拡
大
に
つ

な
が
る
イ
ベ
ン
ト
開
催

な
ど
に
助
成
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申問　：問い合わせ　　：申し込み

申
・
問

申
・
問

申
・
問
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農
事
組
合
法
人
な
か
の
ほ
う

不
動
滝
や
さ
い
の
会
で
は
、
み

そ
造
り
と
、
み
そ
を
使
用
し
た

五
平
餅
作
り
教
室
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

　
伝
統
料
理
を
手
作
り
す
る
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
２
月
１４
日
、
２８
日
、

３
月
１４
日
、
２８
日
（
毎
回
土
曜

日
）
午
前
１０
時
～
午
後
１
時

□
と
こ
ろ
　
農
事
組
合
法
人
な

か
の
ほ
う
不
動
滝
や
さ
い
の
会

加
工
所
（
中
野
方
町
）

□
定
員
　
各
１０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
▽
み
そ
５
㌔
付
コ
ー

ス
＝
４
０
０
０
円
　
▽
み
そ
１０

㌔
付
コ
ー
ス
＝
６
０
０
０
円

　
　
　
　
中
野
方
振
興
事
務
所

志
２
３
︱
２
１
１
１

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夕
立
山
森
林
塾

で
は
、「
山
と
と
も
に
生
き
る

暮
ら
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
映
画

鑑
賞
と
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。
田
舎
暮
ら
し
や
山
村
振
興

に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
２
月
２８
日
㈯
午
後
１

時
半
～
４
時
４５
分

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
内
容
　
▽
第
１
部
＝
映
画
鑑

賞
「
新
編
　
粥か

い

川が
わ

風
土
記
　
清

流
・
長
良
川
の
源
流
に
暮
ら
す
」

▽
第
２
部
＝
鈴
村
直
さ
ん
（
中

野
方
町
）、寺
澤
俊
二
さ
ん
（
明

智
町
）、
堀
賢
次
郎
さ
ん
（
上

矢
作
町
）
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ト
ー

ク
「
山
暮
ら
し
の
知
恵
と
技
、

心
意
気
」
と
交
流
会

□
定
員
　
１
０
０
人

□
料
金
　
５
０
０
円

□
申
し
込
み
方
法
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
夕
立
山
森
林
塾
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://yudachi.k

inoeki.org

）
か
フ
ァ
ク
ス

で
氏
名
と
連
絡
先
を
伝
え
る

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夕
立
山

森
林
塾
（
岡
田
）
志
０
９
０
︱

５
８
６
０
︱
４
８
７
３
、
思

２
５
︱
７
２
３
０

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
３
月
３
日
～
３１
日

（
２４
日
を
除
く
毎
回
火
曜
日
）

午
前
９
時
半
～
１１
時
半
（
全
４

回
）　

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入
力

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
見
方
な

ど
、
初
心
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
３
０
０
円
程
度
が

必
要
）

【
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
や
っ
て
み
よ

う
講
座
】

□
と
き
　
３
月
５
日
～
２６
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

を

使
い
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
利
用
者

が
「
つ
ぶ
や
き
」
と
呼
ば
れ
る

短
い
記
事
を
書
き
込
み
、
他
の

利
用
者
が
そ
れ
を
読
ん
だ
り
、

返
信
し
た
り
す
る
こ
と
で
会
話

が
生
ま
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
サ
ー
ビ
ス
）
の
使
い
方
を

学
び
ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
資

料
代
３
０
０
円
が
必
要
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間
　
２
月
１５
日

㈰
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

２
月
２３
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
２４
日
㈫
以

降
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
ー

ナ
」
や
明
知
鉄
道
公
式
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
明あ

け

知ち

鉄て
つ

道み
ち

」
の
カ
ー
ド
や
ス

テ
ッ
カ
ー
、
ワ
ッ
ペ
ン
バ
ッ
ジ
な

ど
の
グ
ッ
ズ
を
作
っ
て
各
所
に
配

布
す
れ
ば
、
市
民
が
親
し
み
や
す

く
な
り
、
宣
伝
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
。　

　
　
　
　

（
岩
村
町
・
橋
本
有
弘
）

　「
エ
ー
ナ
」
は
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
缶
バ
ッ
チ
や
絆ば

ん

創そ
う

膏こ
う

な
ど
の
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、

「
明
知
鉄
道
」
も
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

な
ど
を
使
い
、
宣
伝
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
市
民
に
親
し
ま
れ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
な
る
よ
う
、
い
た
だ
い
た

意
見
を
参
考
に
し
て
今
後
も
宣
伝

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
観
光
交
流
室
）

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合
政策課広報広聴係（内線３２４）▲みそ造り体験を楽しむ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ

を
作
り
宣
伝
し
て
は

古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
一
堂
に
披
露

　
　
第
２５
回
市
伝
統
芸
能
大
会

医療費と介護サービス費の合算制度を利用ください

自己負担額の限度額（年額）一覧表

対象 国民健康保険か被用者保険
と介護保険（７０歳未満）

国民健康保険か被用者保険
と介護保険（７０～７４歳）

　後期高齢者医療保険
　と介護保険（７５歳以上）

現役並み所得者
（上位所得者） １２６万円 ６７万円 ６７万円

一般　 ６７万円 ５６万円 ５６万円

住民税
非課税

区分Ⅱ ３４万円 ３１万円 ３１万円

区分Ⅰ ３４万円 １
※２
９万円 １

※２
９万円

　後期高齢者医療保険や国民健康保険、被
※１
用者

保険など、世帯内で同じ医療保険の加入者が１
年間に支払った医療費と介護サービス費の合計
額が自己負担限度額を超えた場合、申請するこ
とで限度額を超えた分が支給されます。
□対象　医療保険と介護保険の両方に自己負担
額のある世帯で、平成２５年８月１日～平成２６
年７月３１日の１年間に掛かった自己負担の合
計額が、下表の限度額を超える世帯
□申し込み方法　 ▽後期高齢者医療保険（７５
歳以上）の方＝対象の方には１２月下旬に申請

書を送付しています。保険年金課か恵那南部地
区の振興事務所で申請してください。　 ▽国民
健康保険の方＝対象の方には、３月中に申請書
を送付します。保険年金課か恵那南部地区の振
興事務所で申請してください。　 ▽被用者保険
の方＝高齢福祉課で自己負担額証明申請をして
ください。詳しくは、加入している健康保険な
どに問い合わせてください。
※１被用者保険＝各健康保険組合、全国保険協会、
共済組合など
　　　　保険年金課（内線１５１）問申・

　
こ
と
し
で
２５
回
目
と
な
る
市

伝
統
芸
能
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ふ
れ

て
み
よ
う
　
つ
な
げ
て
い
こ
う

恵
那
に
伝
わ
る
　
伝
統
芸
能
」

で
す
。

　
地
域
特
有
の
地
歌
舞
伎
や
文

楽
、
獅
子
舞
な
ど
、
市
内
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
一

堂
に
会
し
披
露
し
ま
す
。
ま
た

花
道
展
示
や
呈
茶
コ
ー
ナ
ー
、

地
域
の
特
産
品
の
販
売
、
あ
め

細
工
の
実
演
と
無
料
配
布
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
市
内
に
伝
承

さ
れ
て
い
る
地
域
特
有
の
伝
統

芸
能
を
あ
ら
た
め
て
楽
し
み
、

恵
那
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
２
月
２２
日
㈰
午
前
９

時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
出
演
団
体
（
出
演
順
）　
大

井
文
楽
保
存
会
、
浅
間
七
福
万

歳
保
存
会
、
三
郷
歌
舞
伎
保
存

会
、
大
井
恵
那
峡
と
ん
と
ん
節

保
存
会
、
明
智
太
鼓
保
存
会
、

中
野
方
め
れ
た
囃ば

や

子し

保
存
会
、

山
岡
歌
舞
伎
保
存
会
、
毛
呂
窪

民
芸
保
存
会
、
恵
那
歌
舞
伎
保

存
会
、
中
野
音
頭
保
存
会
、
明

智
町
歌
舞
伎
保
存
会
、
大
井
栄

舞
保
存
会
、
市
内
の
名
士
（
お

目
見
得
だ
ん
ま
り
）

　
　
伝
統
芸
能
大
会
実
行
委
員

会
（
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

志
２
６
―
３
５
２
４

問

▲地域それぞれの伝統芸能

※２　区分Ⅰの介護保険利用者が複数いる世帯の介護保険の限度額は３１万円で計算されます

映
画
鑑
賞
と
交
流
会
を

開
催

パ
ソ
コ
ン
の
３
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

み
そ
と
五
平
餅
作
り
講

座
の
受
講
生
を
募
集
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

　12月25日から 30日の夜、年末の火災予防や災害の
発見と迅速な処置を行うため、消防団員らが年末特別警
戒を行いました。26日には、市長や議長らが 3 班に分
かれて、13分団を巡視。「安心して明るい正月が迎えら
れるよう頼みます」などと激励しました。

年末に消防団員が特別警戒 12月26日

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　城ケ丘保育園でクリスマス会が行われました。会では、
保育士の仮装による演技などで盛り上がった後、トナカ
イとサンタクロースが登場しました。園児たちは「サン
タさぁん」と手を振って歓迎。プレゼントをもらったり、
一緒に記念撮影をしたりして楽しい時を過ごしました。

　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
市
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
５
９
２
人

の
新
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「『
一
歩
』
明
る

い
未
来
に
向
か
っ
て
」。式
で
は
、市
長
や
来
賓
の
祝
辞
を
は
じ
め
、

新
成
人
に
よ
る
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
は
、華
や
か
な
振
り
袖
を
着
る
な
ど
し
て
会
場
に
集
合
。

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
級
友
ら
と
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

晴れ着の級友ら集った成人式

塚田 楓
ふ う

花
か

ちゃん

１月11日

楽しかったクリスマス会 12月19日

　上矢作中学校で「2014 上矢作フォーラム 将来の上
矢作に向けて」が開催されました。この日は、生徒たち
が町のためにこれまで行ってきた企画の実践や町の現状
を踏まえ、「地域のために自分ができること」「地域の一
員としてできることなど」について発表しました。

中学生が将来の上矢作を考える

幻想的な光の空間が出現

　恵那北中学校の 1 年生24人が門松作りに挑戦しまし
た。生徒たちは、笠置町の遠藤忠夫さんに、門松の材料
に込められた意味や始まった経緯などを教えてもらった
後、外で門松作りを開始。みんなで協力しながら順番に
作業を進め、1 対の立派な門松を完成させました。

北中生が門松作りに挑戦

　岩村町のふるさと富田会館で、トラクターや小型車両
などをイルミネーションで飾った催しが行われ、幻想的
な光の空間が広がりました。地元の子どもたちが絵を描
いて電飾した 30作品の「ペットボトルイルミネーショ
ン」も飾られ、光の演出を盛り上げました。

一也さん 茜さん

長島町

お
誕
生
日
お
め
で

と
う
！
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
。

伊藤 綾
あ や

音
ね

ちゃん

弘晃さん 亜季さん

★
１
歳
お
め
で
と

う
★
笑
っ
て
遊
ん

で
元
気
に
す
く
す

く
育
っ
て
ね
♡

上矢作町

近藤 亜
あ

輝
き

くん

長島町

和磨さん 千佳さん

１
歳
お
め
で
と
う

☆
元
気
に
育
っ
て

ネ
！

稲垣 真
ま

那
な

ちゃん

大井町

達也さん 亜里さん

真
那
の
笑
顔
は
家

族
の
宝
物
♥
生
ま

れ
て
来
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

岩永 蒼
そ

空
ら

ちゃん
大井町

直人さん 美月さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
こ
れ
か
ら
も
泣

い
て
笑
っ
て
元
気

に
育
っ
て
ね
！

長島 崇
た か

帆
ほ

くん

大井町

洋平さん 若菜さん

う
ち
に
生
ま
れ
て

く
れ
て
あ
り
が
と

♪
す
て
き
な
１
年

に
し
よ
う
！

加藤 啓
け い

斗
と

くん

山岡町

由幸さん 和歌奈さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
笑
顔
い
っ
ぱ

い
、
元
気
に
大
き

く
な
っ
て
ね
！

宮嶋 優
ゆ

衣
い

ちゃん
岩村町

陽也さん 美里さん

１
歳
お
め
で
と

う
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
す
く
す
く

育
っ
て
ね
。

２月生まれ

12月20日

12月20日12月25日
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募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２４）

　３月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１人で胸から上で顔全体が写っ
ているもの）の裏に❶住所❷氏名（ふりがな）❸生年月
日❹性別❺電話番号❻両親の氏名❼２８字以内のコメン
ト❽ケーブルテレビ放映の可否－を添えて、２月１３日
㈮までに申し込んでください。
　申し込み多数の場合は先着順で掲載します。

もうすぐ１歳

平成２６年３月生まれ
のお子さんを募集

顔全体を
写してね！



　「
飯
地
の
歴
史
を
後
世
に
残
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
の
は
、
飯
地
町
在
住
の
柘

植
成
實
さ
ん
。
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま

で
の
飯
地
町
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
、「
飯

地
の
歴
史
」
と
い
う
本
に
ま
と
め
、
自
費

出
版
し
て
い
る
。

　
平
成
１８
年
に
、
古
代
と
中
世
、
近
代
を

ま
と
め
た
第
１
巻
を
発
行
。
以
後
、
１
年

に
１
冊
の
ペ
ー
ス
で
書
き
続
け
、
毎
回
町

内
全
戸
や
市
の
施
設
な
ど
に
寄
贈
し
て
き

た
。
昨
年
１２
月
に
は
、９
冊
目
と
な
る「
自

分
史
（
上
）」
を
発
行
し
た
。

　
柘
植
さ
ん
が
執
筆
を
始
め
た
の
は
、
１８

年
間
務
め
た
市
議
会
議
員
を
辞
し
た
平
成

１６
年
。
そ
れ
ま
で
、
飯
地
町
に
は
歴
史
を

ま
と
め
た
資
料
が
残
っ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、「
古
い
歴
史
や
事
実
を
き
ち
ん
と
形

に
残
し
て
い
か
な
く
て
は
」
と
い
う
思
い

に
駆
ら
れ
、郷
土
史
の
研
究
に
着
手
し
た
。

　
個
人
の
家
を
一
軒
ず
つ
訪
ね
て
話
を
聞

い
た
り
、
墓
を
調
べ
た
り
、
町
内
外
の
資

料
館
な
ど
に
何
度
も
足
を
運
ん
だ
り
し

て
、
少
し
ず
つ
情
報
を
集
め
て
い
っ
た
。

し
っ
か
り
し
た
記
録
が
な
か
な
か
残
っ
て

お
ら
ず
、
調
査
は
苦
労
を
要
し
た
。
そ
れ

で
も
、「
過
去
の
姿
を
少
し
で
も
明
ら
か

に
し
、
わ
が
ま
ち
の
生
い
立
ち
や
庶
民
の

生
活
ぶ
り
を
知
り
た
い
」
と
い
う
熱
意
が

自
ら
を
突
き
動
か
し
た
。

　
完
成
し
た
本
を
読
ん
だ
人
か
ら
の
評
判

は
上
々
。
次
号
の
完
成
を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
る
愛
読
者
も
い
る
。「
読
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
が
一
番
の
喜
び
。
共
感
や
懐
古

の
声
が
届
く
と
、
書
い
て
良
か
っ
た
と
思

え
る
」
と
言
う
。

　
９
冊
目
の
自
分
史
は
、
幼
少
期
か
ら
の

自
身
の
記
憶
や
、
習
慣
で
書
き
続
け
て
い

た
日
記
を
参
考
に
し
て
ま
と
め
た
。
史
実

で
な
く
自
分
自
身
の
こ
と
を
書
く
の
に
は

た
め
ら
い
も
あ
っ
た
が
、「
自
分
史
を
書

く
こ
と
で
時
代
背
景
や
生
活
様
式
が
伝
わ

る
」と
信
じ
、思
い
切
っ
て
書
き
上
げ
た
。 

　
生
活
の
一
部
で
あ
り
生
き
が
い
で
も
あ

る
執
筆
活
動
は
、
今
後
も
続
け
て
い
く
決

意
。
現
在
は
自
分
史
（
下
）
の
発
刊
に
向

け
て
執
筆
中
だ
。「
堅
く
な
り
過
ぎ
ず
、

読
み
た
い
人
に
自
由
に
読
ん
で
も
ら
え
る

本
を
目
指
し
た
い
」
と
優
し
く
笑
っ
た
。 ▲平成１８年から毎年１冊ずつ発行

本で伝える飯地の歴史
郷土史を研究しまとめた著書を出版

□プロフィール

昭和６年生まれ 。同６１年５月から平成１６年
１０月まで市議会議員を務める。著書「飯地
の歴史」は現在第９巻まで発行。

柘
つ

植
げ

 成
な る

實
み

 さん　８４歳

飯地町南

恵那で輝いている旬な人を紹介します
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小学生が家内安全などを祈願

　三郷町野井地区で正月の伝統行事として受け継がれて
きた「なんまいだ」が行われました。地域の小学生らは、
太鼓や拍子木などを鳴らしながら各家庭を巡回。1年間
の家内安全や無病息災、一家の繁栄を祈願しました。ま
た、どんど焼きを行う日を伝達する役も務めました。

ことしの抱負を書き初めに

　明智小学校の全校児童227人が書き初めを行いまし
た。1・２年生は硬筆、３年生以上は毛筆を使用。児童
らは一筆一筆に集中して、丁寧に書き進めました。１年
生は「３学期に頑張ること」、２年生と６年生は「こと
しの抱負」を文字にしたため、心を新たにしていました。

こまがうまく回ったよ

　長島町の中野会館で、長島保育園の5歳児24人と「い
きいきサロン中野」の高齢者が交流しました。園児らは、
歌や踊りを披露した後、高齢者からこまの回し方を習い
ながら、一緒に遊びました。うまくこまが回ると、園児
らは「すごい」「楽しい」と喜びの声を上げました。

体が温まった七草がゆ

　大井町の市神神社で、「七日福市」が行われました。
343年の歴史を誇る新春の伝統的なこの福市には、家
内安全や商売繁盛を願い、市内はもちろん市外からもた
くさんの人が訪れました。また恵那駅前では、七草がゆ
が振る舞われ、「体が温まる」などと好評でした。

「はい」と元気よくかるた取り

　串原小学校で校内の百人一首大会が行われました。各
組では、朝の会などで百人一首の読み上げを取り入れる
などして、大会に向けての準備を行ってきました。この
日、児童らは、読み手の教師の声に聞き耳を立て、「はい」
と元気な声を出して札に手を伸ばしていました。

園児が和太鼓の音を堪能

　やまびこ保育園で、和太鼓演奏者の加藤拓三さん（大
井町）の和太鼓コンサートがありました。加藤さんは、
園児のすぐ近くで笛や太鼓を演奏。園児たちは、力強い
演奏に「おなかに響いて楽しかった」などと日本の伝統
芸能文化の世界を堪能していました。

１月９日

１月７日 １月４日

１月13日

１月19日１月20日
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！
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【File No.　　 大井文楽 おおいぶんらく（大井町）】

　大井文楽は、昭和26年 2 月、名古屋市の中京人形近松会
から人形首34個を当時の恵那郡大井町（現在の大井町）の
有志が譲り受け、大井文楽同好会を結成したことに始まる。
この人形首は、主に阿波（徳島県）の人形細工師で名人と言
われた初代天狗屋久吉の作品で、21個が県重要有形民俗文
化財に指定されている。また天狗屋久吉の弟子たちの 11作

平成25年10月に徳島市で行った公演

品が市の有形民俗文化財に指定されている。
　最盛期には、20ほどの外題を上演できたが、娯楽の多様
化などにより後継者不足となり衰退した。貴重な人形首を保
存活用するため、平成元年に有志が大井文楽保存会を結成し、
保存伝承活動に取り組んできた。大井文楽は、その活動が評
価されて、平成15 年には市無形民俗文化財に指定されてい
る。

大井文楽保存会の現在の主な活動は、市内外での公演活動の他、大井小学校 6 年生の総
合学習で人形浄瑠璃体験教室の開催など。児童には、市の伝統芸能大会で体験の成果を発
表してもらうなど、後継者の育成に努めている。

県道412号は飯地町民にとっ
て生命線。通勤や通学など全て
の車が往来します。道幅は狭く、
カーブが多く危険な道ですが、
事故の少ない道です。
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　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。
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□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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